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度は 1 名あたり 30 分間の持ち時間で実施した。





























































ど、2 人～ 4 人／グループ程度のグループ
活動を取り入れる。
これら 2 つの条件を踏まえて教材、そして授
業プランを立てて 1 単元・1 時間の授業案を作
成し、模擬授業をすることを課題とした。こち















































































きく 2 つ（A と B）に分け、4 ～ 5 名ずつの
グループでそれぞれ A と B で気がついたと
ころを挙げ、クラス全体でその内容を共有。
以上である。まずは 2 つの絵画や写真資料を





































































⑤①～④までの作業を終えたところで 5 ～ 6 名



































































































































































































4 ～ 5 名を 1 グループとして話し合い、発表す
る授業を実施した。




2013 年 4 月）でも記したように、教材を一定の
条件のもとで用意して模擬授業を行うこととと
もに、社会科、地理歴史科の中から 1 つの分野、
科目を選んで、年間プランを作成することを課
題としており、2016 年度も履修者の作成した年
間プランの紹介を行った。
3）  溝上慎一『アクティブラーニングと教授学習パ
ラダイムの転換』（東信堂、2014 年）p.7。
